
東

国

に
下

っ
た
仏
教

者

と
在

地
武

士

ー
親
鶯

・
忍
性
と
宇
都
宮
氏
の
一
族

野

口

実

は
じ

め

に

十
二
～
士

二
世
紀
に
活
躍
し
た
僧
た
ち
の
出
自

東国に下った仏教者と在地武士

越
後
で
の
流
刑
を
赦
さ
れ
た
親
鶯
は
な
ぜ
京
都
に
戻
ら
ず
に
東
国
を
目
指
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
寺
院
の
林
立
す
る
奈
良
を
活
動

の

　　
　

場
と

し
て
い
た
忍
性
は
な
ぜ
関
東
に
向
か

っ
た
の
か
。
そ
し
て
、
こ
の
二
人
が
拠
点
と
し
た
の
が
何
れ
も
常
陸

・
下
野

の
国
境
あ
る
い

は
筑
波
山
麓
に
近

い
宇
都
宮
氏

一
族
の
所
領
内
に
位
置
し
た
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
、
当
時
の
東
国
の
文
化
環
境
を
前
提

に
考
え
る
こ
と
を
本
稿
の
課
題
と
し
た

い
。

は
じ
め
に
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
中
期
頃
ま
で
の
期
間
に
活
躍
し
た
何
人
か
の
僧
た
ち
の
出
自
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
貴
族
階
級
を
見
る
と
、
南
家
藤
原
氏
の
出
身
で
鳥
羽
院

・
後
白
河
院
の
近
臣
と
し
て
活
躍
し
た
信
西
の
孫
に
あ
た
る
貞
慶

(
一

一
五
五
～

一
二

一
三
)
が
い
る
。
親
鷺

(
一
一
七
三
～

一
二
六
二
)
は
日
野
家
の
出
で
あ
る
。
道
元

(
一
二
〇
〇
～

一
二
五
三
)
は
摂

関
家

の

一
流
で
あ
る
松
殿
家

の
出
身
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
都
で
活
動
し
た
武
士

(「京
武
者
」)
の
家
を
出
自
と
す
る
者
と
し
て
は
、
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、
北
面
の
武
士
だ

っ
た
西
行

1



(
一
一
一
八
～

一
一
九
〇
)、
摂
津
渡
辺
党
遠
藤
氏
の

一
族
で
あ
る
文
覚

(
一
=
二
九
～

一
二
〇
三
)
、
平
家
の
郎
等
平
重
国
の
子
で
湯

浅
宗
重
の
外
孫
に
あ
た
る
明
恵

(
一
一
七
三
～

一
二
三
二
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
東
大
寺
の
復
興
に
活
躍
し
た
重
源

(
一
一
二

一

～

一
二
〇
六
)
も
そ
の
出
自
を
調
べ
る
と
左
記
の
如
く
で
、
内
裏
蔵
人
所
の
被
官
で
あ
る
滝
口
や
院
の
武
者
所
に
砥
候
し
て
膓
を

つ
ん

だ
後
、
馬
寮
の
三
等
官
で
あ
る
允
、
そ
し
て
衛
門
府
な

い
し
は
兵
衛
府
の
尉
に
到
る
昇
進
ル
ー
ト
を
歩
む
典
型
的
な
京
武
者
の

一
族
の

　　
　

出
身
で
あ

っ
た
。
『山
梶
記
』
(久
寿
二
年
八
月
二
十
八
日
条
)
に
後
白
河
天
皇
の
滝
口
と
し
て
紀
重
遠
な
る
者
が
見
え
る
が
、
彼
も
お

そ
ら
く
重
源
の

一
族
で
あ
ろ
う
。

2

難
輔

滝
口

季

重

左
馬
允

左
馬
允

季
良

鳥
羽
院
武
者
所

疇
■

重

源

俗
名
重
定

右
衛
門
尉

季

種

右
衛
門
尉

季

明

康

綱

右
衛
門
尉

(
『群
書
類
従
』
所
収

「紀
氏
系

図
」
な
ど
に
よ
る
)

地
方
武
士
の
出
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
美
作

の
漆
間
氏
か
ら
法
然

(
一
一
三
三
～

一
二

一
二
)
、
伊
予
の
河
野
氏
か
ら

一
遍

(
一

二
三
九
～

一
二
八
九
)
が

い
る
。
ま
た
、
栄
西

(
一
一
四

一
～

=

二

五
)
は
備
中
国
吉
備
津
神
社
社
家
賀
陽
氏
、
叡
尊

(
一
二
〇

一

～

=

一九
〇
)
は
大
和
国
添
上
郡
箕
田
里
の
生
ま
れ
で
興
福
寺
の
学
僧
慶
玄
の
子
、
そ
の
弟
子
の
忍
性

(
一
二

一
七
～

=
二
〇
三
)
は



同
国
城
下
郡
屏
風
里
の
伴
貞
行
の
子
で
あ
る
。
日
蓮

(
一
二
二
二
～

一
二
八
二
)
も
安
房
国
東
条
御
厨
の
在
地
領
主
の
家
に
生
ま
れ
て

い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
武
士
や
地
方
住
人
の
中
か
ら
優
れ
た
僧
が
輩
出
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
都
の
貴
族

の
出
身
で
あ
る

道
元
や
親
鷲
も
人
生
の
か
な
り
の
期
間
を
地
方
で
過
ご
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
東
大
寺
や
興
福
寺
な
ど
の
大
寺
院

が
林
立
す
る
仏
教
の
メ
ッ
カ
と
も
い
う
べ
き
大
和
を
本
国
と
す
る
忍
性
が
鎌
倉
幕
府
に
招
聰
さ
れ
る
よ
り
も
前
に
坂
東

の
常
陸
に
下

っ

て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
越
後
で
の
流
刑
を
解
か
れ
た
親
鶯
も
常
陸
に
向
か

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
人
が
常
陸
を
拠
点
に
選

ん
だ
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

東国に下った仏教者と在地武士

注
(1
)
も
ち
ろ
ん
専

門
領
域

の
世
界
で
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
追
究
が
加
え

ら
れ
て

い
る
が
、
通
説
的

な
理
解

で
は
、
親
驚

は
東

国
民
衆

へ
の
布
教
、

忍
性

の
場
合
は
北
条
氏

の
招
聰
と

い
う

説
明
が
な
さ
れ

て
い
る
。

(2
)
こ

の
よ
う
な
昇
進

ル
ー
ト
を
歩
ん
だ
京
武
者
と

し
て
は
、

『平
家
物
語
』
に

「
滝

口
入
道
」
と

し
て
登
場
す
る
斎
藤
時
頼

(越
前
斎
藤
氏
)

や

一
族

で
讃
岐
目
代
を
歴
任
し
た
橘
氏
な
ど

の
存
在
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
越
前
斎

藤
氏
に

つ
い
て
は
山
本
陽

一
郎

「
北
陸
地
域
と
比
企
氏
-
疋

田

斎
藤
氏

の
御
家
人
化

の
背
景
1

」

(京
都
女
子
大
学
宗
教

・
文
化
研
究
所
ゼ
ミ
ナ
ー

ル

『紫
苑
』
第
三
号
、
二
〇
〇
五
年

)
、
橘
氏

に

つ
い
て
は
岩

田
慎
平

「
小
鹿
島
橘
氏

の
治

承

・
寿
永
内
乱
-
鎌
倉
幕
府

成
立
史

に
寄
せ

て
ー
」

(
同

第

八
号

、
二
〇

一
〇
年
)
を
参
照

さ
れ
た

い
。
ま

た
、

重
源

の
出
自

に

つ
い
て
は
拙
稿

「
「
復
興
」
を

に
な

っ
た
老

僧
重
源
と
醍
醐

・
日
野
」

(
『創
造
す

る
市

民
』

第

一
〇
三
号
、
京
都
市
生
涯
学
習
振

興
財
団
、

二
〇

一
四
年
)
で
触
れ
た

こ
と
が
あ
る
。

3



4

一

親
鶯

・
忍
性

の
東
国
下
向

い
わ
ゆ
る
建
永
の
法
難
に
よ

っ
て
越
後
に
流
刑
に
な

っ
て
い
た
親
鷺
は
、
赦
免
さ
れ
て
か
ら
三
年
を
経
た
建
保

二
年

(
=

=

四
)、

越
後
か
ら
信
濃
善
光
寺
、
さ
ら
に
上
野
国
佐
貫
庄
を
経
て
常
陸
国
に
向
か
い
下
妻
庄
に
滞
在
の
後
、
笠
間
郡
(保
)
稲

田
郷
に
落
ち
着
き
、

　
　
　

元
仁
元
年

(
一
二
二
四
)
に
は
、
こ
こ
で

『教
行
信
証
』
の
草
稿
本
を
撰
述
し
て
い
る
。

親
鷺
が
京
都
に
戻
ら
ず
坂
東
に
向
か

っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に

「
関
東
二
十
四
輩
」
と
呼
ば
れ
る
高
弟
が
常
陸
や
下
野
な
ど

で
開
山
す
る
に
お
よ
ん
で
い
る
の
で
、
専
修
念
仏
の
弘
通
の
た
め
と
断
じ
る
こ
と
も
出
来
よ
う
が
、
具
体
的
に
そ
う

い
う
結
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
条
件
を
も
つ
地
域
が
選
択
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
貞
永
元
年

(
一
二
三
二
)
以
降
の
頃
に
京
都
に
戻
る
ま
で
、
約
二

十
年
の
長
き
に
わ
た

っ
て
居
を
据
え
た
か
ら
に
は
、
そ
こ
に
は
経
済
的
な
面
だ
け
で
は
な
く
、
彼
の
思
索
や
著
作
活
動
を
支
え
る
た
め

の
文
化
的
環
境
も
用
意
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
や
は
り
今
井
雅
晴

　　
　

氏

の
述
べ
る
よ
う
に
、
下
野
か
ら
常
陸
西

・
南
部
に
勢
力
を
有
し
、
在
京
活
動
を
活
発
に
展
開
し
た
宇
都
宮
氏
に
よ
る
招
請
と
援
助
が

　　
　

あ

っ
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
宇
都
宮
氏
と
親
鷺

の
関
係
に
つ
い
て
は
後
世
に
成
立
し
た
親
鶯
伝
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
宇
都
宮
氏
自
体
の
文
化
性
に
つ

い
て

一
次
史
料
に
基
づ
い
て
考
察
し
、
そ
れ
を
前
提
に
親
鶯
招
請
の
事
情
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
は

か
な
り
皮
相
的
で
疎
か
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

忍
性
も
ま
た
宇
都
宮
氏
の

一
族
で
あ
る
小
田
氏
の
所
領
に
下
向
し
て
い
る
。
彼
は
建
長
四
年

(
一
二
五
二
)、
八
田

(小
田
)
時
知

の
所
領
で
あ
る
常
陸
国
小
田
郷
に
赴
き
、
筑
波
山
系
南
東
端

の
宝
筐
山
の
山
裾
に
壮
大
な
堂
塔
群
を
整
備
し
た
。
三
村
寺

(三
村
山
極



　　
　

楽
寺
)
で
あ
る
。
時
の
小
田
氏
の
当
主
は
時
知
で
あ

っ
た
。

正
元
元
年

(
一
二
五
九
)
、
忍
性
は
北
条
重
時
の
招
聰
に
応
じ
、
鎌
倉
極
楽
寺
の
寺
地
を
相
し
、
弘
長
元
年

(
一
二
六

一
)、
北
条
時

(5
)

頼

・
重
時

・
実
時
ら
の
支
持
を
得
て
鎌
倉
に
進
出
す
る
こ
と
と
な
る
。
か
く
し
て

一
般
に
忍
性

の
東
下
は
北
条
氏
の
招
請
を
前
提
に
す

る
も

の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
忍
性
が
自
ら
の
居
所
を
小
田
氏
の
所
領
内
に
求
め
、
そ
こ
に
長
く
住
み
続
け

た
事
情
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

東国に下った仏教者と在地武士

注
(
1
)
東
国

に
お
け
る
親
驚

の
足
跡

に
つ
い
て
は
簗
瀬
大
輔

「
親
鶯
が
来
た
道
」
野
口
実
編

『小
山
氏

の
成
立
と
発
展

軍
事
貴
族

か
ら
中
世
武
士

の

本
流

へ
』

(戎
光
祥
出
版
、

二
〇

一
六
年
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(
2
)
今
井
雅
晴

『下
野
と
親
驚
』

(自
照
社
出
版
、

二
〇

一
二
年
)
。

(
3
)
平
安
末
～
鎌
倉
時
代
初
期

に
お
け

る
宇
都
宮
氏

の
存
在
形
態

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
下
野
宇
都
宮
氏

の
成
立
と
、
そ

の
平
家
政
権

下
に
お
け
る

存
在
形
態
」

(同

『東
国
武
士
と
京
都
』
同
成
社
、
二
〇

一
五
年
、
初
出

二
〇

=
二
年
)
、
同

「
宇
都
宮
頼
綱
-

京
都
で
活
動
し
た
東

国
武
士
」

(平

雅
行
編

『中
世

の
人
物

京

・
鎌
倉

の
時
代
編

第
三
巻

公
武
権
力

の
変
容
と
仏
教
界
』
清
文
堂
出
版
、

二
〇

一
四
年
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(
4
)
糸
賀
茂
男

「忍
性

の
開

い
た
寺
-

三
村
寺
1
」
(網
野
善
彦

・石
井
進
編

『中
世

の
風
景
を
読
む

第

二
巻

都
市
鎌
倉
と
坂
東

の
海
に
暮
ら
す
』

新
人
物
往
来
社
、

一
九
九

四
年
)
。

(
5
)

和
島

芳
男

「
忍
性
菩
薩
伝
ー
中

世
に
お
け
る
戒
律
復
興

の
史
的
研
究
1

」

(中
尾
箋

・
今
井
雅
晴
編

『
日
本
名
僧
論
集

第

五
巻

重
源

叡

尊

忍
性
』
吉

川
弘
文
館
、

一
九

八
三
年
)
、
平
雅
行

「親
鷲
思
想

の
変
容
」

(同

『歴
史

の
な
か

に
見

る
親
鶯
』
法
蔵
館
、

二
〇

一
一
年
)
。

5



6

二

親
鶯

・
忍
性
を
外
護
し
た
宇
都
宮
氏

の

一
族

(
一
)
親
鶯
を
招

い
た
塩
谷
朝
業

親
鶯

・
忍
性
と
も
に
宇
都
宮
氏

の
一
族
の
存
在
を
前
提
に
し
て
坂
東
に
下
り
、
そ
の
外
護
の
も
と
に
活
動
し
た
の
で
あ
る
。
宇
都
宮

氏

の
始
祖
宗
円
は
三
井
寺
僧
で
あ

っ
た
が
、
源
義
家
と
の
縁
故
で
下
野
に
下
向
し
、
子
孫
は
大
き
く
常
陸
の
八
田

(小
田
)
氏
と
下
野

宇
都
宮
氏
の
流
れ
に
分
か
れ
て
発
展
し
た
。
鎌
倉
幕
府
成
立
の
前
後
の
時
代
、
こ
の

一
族
の
存
在
形
態
に
お
け
る
特
徴
は
在
京
活
動
が

　　
　

顕
著
な
こ
と
で
、
宇
都
宮
氏
は
幕
府
成
立
以
前
の
坂
東
に
お
い
て
圧
倒
的
に
文
化
的
に
ス
テ
イ
タ
ス
の
高

い
武
家
で
あ

っ
た
。

宗
円
の
子
宗
綱
は
院
武
者
所
に
砥
候
し
、
そ
の
子
で
八
田
氏
の
祖
と
な
る
知
家
も
武
者
所
に
砥
候
し
た
が
、
若
年

の
頃
源
義
朝
の
猶

子
に
な

っ
た
よ
う
で
、
幕
府
成
立
後
も
源
氏

一
門
に
準
ず
る
処
遇
を
受
け
て
い
る
。
知
家
の
兄
弟
で
宇
都
宮
を
称
し
た
朝
綱
は
後
白
河

院

の
北
面
に
砥
候
し
、
平
家
政
権
下
で
左
衛
門
尉
に
到

っ
て
い
る
。
彼
は
平
清
盛
の
重
臣
平
貞
能
の

一
族
と
姻
戚
関
係
に
あ
り
、
平
家

没
落
後
そ
の
旧
領
を
継
承
し
た
り
、
貞
能
の
身
柄
を
預
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
源
平
の
内
乱
に
際
し
、
天
下
が
安

穏

に
帰
し
た
ら
宇
都
宮
社
に
お
い
て

一
切
経
会
を
催
行
す
る
と

い
う
大
願
を
発
し
、
思

い
が
叶
う
と
本
国
に
下
向
し

て
そ
れ
を
果
た
し

て
い
る

(
『転
法
輪
紗
』
所
収

「宇
都
宮

一
切
経
釈
表
白
」)
。

藤
原
定
家
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
で

「小
倉
百
人

一
首
」
の
成
立
に
関
わ
り
、
宇
都
宮
歌
壇
を
形
成
し
た
宇
都
宮
頼
綱
は
、
こ
の
朝
綱

　　
　

の
孫
に
あ
た
る
。
元
久
二
年

(
一
二
〇
五
)、
北
条
時
政
と
そ
の
妻
牧
の
方
の
失
脚
に
連
坐
す
る
形
で
出
家
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
頼
綱

(蓮
生
)
は
、
承
元
二
年

(
一
二
〇
九
)
冬
、
摂
津
勝
尾
寺
に
い
た
法
然
を
訪
ね
、
そ
の
薦
め
に
し
た
が

っ
て
法
然

の
高
弟
で
あ
る
善

恵
房
証
空
に
師
事
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と

い
う
。
蓮
生
は
藤
原
定
家
が
証
空
を

「宇
都
宮
随
逐
之
師
」
と
日
記
に
書
き
記
す
ほ
ど
証
空



宇
都
宮
氏

一
族
系
図

東国に下った仏教者と在地武士

右
大
臣

藤
原
俊
家

〔藤
原
氏
系
宇
都
宮
氏
〕

宗

綱

宗

円
(三
井
寺
僧
)

宇
都
宮

朝
綱

八
田

知
家

(下
野
宇
都
宮
氏
)

業

綱

頼

綱
〔蓮
生
〕

山
鹿

家
政

知
重

塩
谷

朝

業
〔信
生
〕

泰
知

泰
綱

朝
親

笠
間

時
朝

賢
快

〔中
原
氏
系
宇
都
宮
氏
〕

宗

房

口

口

信
房

辮

 

景

房

(豊
前
宇
都
宮
氏
)

【『尊
卑
分
豚
』
な
ど
に
よ
る
。
宗
円
の
出
自
に
つ
い
て
は
拙
稿

「下
野
宇
都
宮
氏
の
成
立
と
、
そ
の
平
家
政
権
下
に
お
け
る
存
在
形
態
」
を
参
照
】
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を
敬
仰
し

(
『明
月
記
』
安
貞
元
年
七
月
六
日
条
)、
弟
の
塩
谷
入
道
信
生
と
と
も
に
、
河
内
の
叡
福
寺

(磯
長
御
廟
寺
)
や
摂
津
の
浄

　　
　

橋
寺
な
ど
の
寺
院
堂
塔

の
造
営
事
業
を
進
め
た
証
空
を
経
済
的
に
支
援
し
た
。
ま
た
蓮
生
は
、
証
空
や
そ
の
弟
子
た
ち
を
伴

っ
て
何
度

　　
　

か
宇
都
宮
に
下
向
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

さ
て
、
東
国
に
下
っ
た
親
鶯
が
二
十
年
近
く
に
わ
た

っ
て
居
を
占
め
た
の
は
常
陸
国
笠
間
郡
稲
田
の
地
で
あ
る
が
、
そ
の
領
主
は
宇

都
宮
頼
綱
の
弟
朝
業
、
す
な
わ
ち
後
の
塩
谷
入
道
信
生
で
あ

っ
た
。
朝
業
は
兵
衛
尉
に
任
じ
、
兄
の
頼
綱
が
出
家
し
た
後
、
宇
都
宮
氏

を
代
表
し
て
幕
府
に
出
仕
し
て
い
た
が
、
承
久
元
年

(
一
二

一
九
)
将
軍
実
朝
の
死
を
悲
し
ん
で
出
家
を
と
げ
、
同

二
年
、
上
洛
し
て

証
空
の
弟
子
と
な
り
、
信
生
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
所
領
は
下
野
国
塩
谷
郡
と
常
陸
国
笠
間
郡
で
、
親
鷺
が
笠

間
郡
稲
田
郷
に
落

ち
着

い
た
の
は
彼
が
ま
だ
在
俗
中
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
親
驚
を
笠
間
に
招
い
た
の
は
宇
都
宮

(塩
谷

)
朝
業
と
考
え
る

　ら
　

の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

朝
業
は
出
家
の
後
、
し
ば
ら
く
在
京
し
て
い
た
が
、
元
仁
元
年

(
一
二
二
五
)
春
、
東
国

へ
旅
立

つ
。
そ
の
歌
日
記
が

『信
生
法
師

集
』
の
前
半
部
分
で
あ
る
。

ち
な
み
に
親
鷺
と
摂
関
家
の

一
流
で
あ
る
九
条
家
と
の
関
係
は
周
知

の
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
九
条
家

の
出
身
者

が
歴
代
の
門
主
と

な

っ
て
い
る
青
蓮
院
に

「宇
都
宮
入
道
の
子
」
で
あ
る
賢
快
が
幕
府

の
有
力
御
家
人
三
浦
義
村
の
子
息
で
あ
る
良
賢
と
と
も
に
仕
え
て

い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
寛
喜
三
年

(
一
二
三

一
)
、
の
ち
に
天
台
座
主
と
な
る
慈
賢
が
中
宮
御
産
の
六
字
河
臨

法
を
修
し
た
と
き

に
は
、
こ
の
二
人
が
船
上
に
控
え
、
そ
の
郎
従
百
余
騎
が
川
岸
で
船
を
守
護
し
て
お
り
、
京
都
の
権
門
寺
院
に
入

っ
た
有
力
御
家
人
の

　　
　

子
弟
が
武
力
と
財
力

で
奉
仕
し
た
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
賢
快
の
父

「宇
都
宮
入
道
」
は
頼
綱
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
『尊

卑

分
肱
』
か
ら
信
生

(朝
業
)
の
子
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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東国に下った仏教者と在地武士

(二
)
忍
性
を
招
い
た
小
田
時
知

前

述
の
よ
う
に
、
忍
性
も
親
鶯
の
居
た
稲
田
に
程
近
い
常
陸
国
南
部
の
小
田
郷
で
十
年
ほ
ど
の
間
活
動
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
当
時

の
領
主
は
小
田
時
知
で
あ

っ
た
。

小
田
氏
の
祖
知
家
は
若
年
の
頃
に
武
者
所
に
砥
候
し
、
ま
た
源
義
朝
の
猶
子
で
あ

っ
た
こ
と
も
手
伝

っ
て
、
文
治
元
年

(
一
一
八
五
)

に
は
右
衛
門
尉
に
任
じ
、
そ
の
後
も
在
京
し
て
京
中
の
夜
行
な
ど
に
あ
た

っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
源
氏

一
族
以
外

の
関
東
御
家
人
の

　　
　

中
で
は
北
条
時
政
に
つ
い
で
受
領

(筑
後
守
)

へ
の
任
官
を
果
た
す
と

い
う
高

い
ス
テ
イ
タ
ス
を
有
し
て
お
り
、
宇
都
宮
氏
の

一
族
と

し
て
、
や
は
り
京
都
と
密
接
な
関
係
を
も

つ
武
士
で
あ

っ
た
。

源
頼
朝
挙
兵
前
後
の
時
代
に
、
東
国
の
在
地
勢
力
に
よ

っ
て
造
営
さ
れ
た
浄
土
庭
園
を
と
も
な
う
寺
院
と
し
て
は
、
常
陸
平
氏
の
日

向
廃
寺

(茨
城
県
つ
く
ば
市
北
条
)、
秩
父
平
氏
の
平
沢
寺

(埼
玉
県
嵐
山
町
平
沢
)、
宇
都
宮

(八
田
)
氏
の
地
蔵
院

(栃
木
県
益
子

　
　
　

町
上
大
羽
)
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
日
向
廃
寺
で
あ
る
。
東
西
三
間

.
南
北
四
間

の
堂
に
複
廊
部
と
単
廊
部
か
ら
な
る
翼
廊
を
も
つ
宇
治
平
等
院
と
同
じ
臨
池
形
式

の
阿
弥
陀
堂
で
、
常
陸
平
氏
の
嫡
流
で
十
二
世
紀
後

半
に
活
躍
し
た
多
気
義
幹
が
そ
の
居
館
付
近
に
造
営
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
藤
原
秀
衡
が
平
泉
館
の
近
く

に
平
等
院
を
模
し

て
造
立
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
無
量
光
院
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
常
陸
平
氏
の
嫡
流
多
気
義
幹
を
滅

ぼ
し
、
そ
の
本
拠

す
　

地
を
含
む
筑
波
北
条
を
支
配
下
に
収
め
た
の
が
宇
都
宮
朝
綱
の
兄
弟
で
時
知
に
は
曾
祖
父
に
あ
た
る
八
田
知
家
で
あ

る
。

常
陸
平
氏
は
筑
波
北
条
の
三
村
郷
に
日
向
廃
寺
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
浄
土
教
的
な
空
間
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
た
が
、
十
三
世
紀
の
半

ば
に
至
り
、
隣
接
す
る
小
田
の
地
に
居
館
を
構
え
て
小
田
の
名
字
を
名
乗
る
よ
う
に
な

っ
た
時
知
は
、
そ
の
遺
産
を
克
服
す
る
形
で
新

　
　
　

た
な
宗
教
空
間
の
構
築
を
試
み
た
。
忍
性
に
よ
る
三
村
寺
の
整
備
は
そ
の
到
達
点
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
り
し
も
鎌
倉
幕
府
に
お
い
て
は
宝
治
合
戦
を
機
に
顕
密
仏
教
界
が
縮
小
さ
れ
、
幕
府
権
力
を
掌
握
し
た
北
条
時
頼
は
禅
律
僧
を
登

9
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用
す
る
方
針
を
示
し
た
。
小
田
時
知
は
こ
の
よ
う
な

状
況
を
先
取
り
す
る
形
で
忍
性
を
招
い
た
形
に
な
る

の
だ
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
宇
都
宮
・八
田

(小
田
)

氏

一
族
の
文
化
的
水
準
の
高
さ
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の

一
族
が
そ
の
文
化
性
を
発

揮

・
展
開
し
え
た
背
景
と
し
て
下
野
東
部
か
ら
常
陸

西

・
南
部
の
地
域
に
古
代
以
来
形
成
さ
れ
て
き
た
文

化
環
境
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
堤
禎
子
氏
は

常
陸
南
部
に
讐
え
る
筑
波
山
を

「観
音
の
浄
土
と
い

わ
れ
た
日
光
男
体
山
を
臨
む
、
古
く
か
ら
の
聖
地
で

あ

っ
た
。
従

っ
て
、
こ
の
山
を
中
心
と
す
る

一
帯
は
、

古
代
以
来
の
仏
教
文
化
の
中
心
で
あ
る
」
と
評
し
、
ま

た
小
田
氏
が
鹿
島
社
を
氏
神
と
し
、筑
波
山
別
当
を

一

族
内
で
掌
握
す
る
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

　　
　

い
る
が
、
小
田
氏
の
本
宗
家
に
あ
た
る
宇
都
宮
氏
や

そ
の
姻
戚
で
あ
る
小
山
氏
の
支
配
下
に
あ
る
下
野
東

部
地
域
も
下
野
薬
師
寺
や
宇
都
宮
社
の
存
在
が
示
す

よ
う
に
古
代
以
来
仏
教
文
化
の
光
芒
を
放

つ
所
だ

っ
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(12
>

た

の

で
あ

る
。

東国に下った仏教者と在地武士

注
(
1
)
拙
稿

「
下
野
宇
都
宮
氏

の
成
立
と
、

そ
の
平
家
政
権
下

に
お
け

る
存
在
形
態
」
、
同

「
宇
都
宮
頼
綱
-

京
都

で
活
動
し
た
東
国
武
士
」
。

(
2
)
宇
都
宮
歌
壇

に

つ
い
て
は
小
林

一
彦

「宇
都
宮
歌
壇

の
再
考
察
」

(
『国
語
と
国
文
学
』
昭
和
六
三
年
三
月
号
、

一
九
八
八
年

)
を
参

照
。

(
3
)
小
野

一
之

「
聖
徳
太
子
墓

の
展
開
と
叡
福
寺

の
成
立
」

(
『
日
本
史
研
究
』
第
三
四

二
号
、

一
九
九

一
年
)
。

(
4
)
山
本
隆
志

「関
東
武
士

の
在
京
活
動
ー
宇
都
宮
頼
綱
を
中
心

に
ー
」

(
『史
潮
』
新
六
〇
号
、

二
〇
〇
六
年
)
。

(
5
)
稲

田
の
西
念
寺

の
伝

に
よ
れ
ば
、
親
鶯

が
こ
こ
に
来
た
と
き

の
領
主
は
頼
綱

の
弟

の
頼
重
と

い
い
、
同
じ
境
内
に
は
彼

の
墓
所

も
伝
え

ら
れ
て

い
る
が
、
そ

の
実
在
は
確
認

で
き
な

い
。

(
6
)
平
雅
行

「
鎌
倉
山
門
派

の
成
立
と
展
開
」

『大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第

四
〇
巻
、

二
〇
〇
〇
年
。

(
7
)
拙
稿

「
執
権
体
制
下

の
三
浦
氏
」
峰
岸
純
夫
編

『
三
浦
氏

の
研
究
』
名
著
出
版
、

二
〇
〇
八
年
、
初
出

一
九
八
三
年
、

の
注

(10
)
を
参

照
。

(8
)
日
向
廃
寺
を
は
じ
め
と
す

る
小
田
氏
進
出
以
前

の
筑
波
北
条

に
お
け

る
考
古
学
的
研
究
成
果

の
大
要
に

つ
い
て
は
大
関
武

「
中
世
筑

波
北
条

の

歴
史
的
景

観
-
小
泉
館
を

中
心
に
ー
」

(
市
村

高
男
監
修

・
茨

城
県
立
歴
史
館
編

『
中
世
東
国

の
内
海

世
界
-
筑
波

山

・
霞

ヶ
浦

・
利
根
川
1
』

高
志
書
院
、

二
〇
〇
七
年
)
、
平
沢
寺

に
つ
い
て
は
企
画
展
図
録

「武
蔵
武
士
と
寺
院
」

(埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡

の
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年

)
大
庭

の
地
蔵
院

に
つ
い
て
は
大
澤
伸
啓

「
鎌
倉
時
代
関
東

に
お
け

る
浄
土
庭
園
を
有
す
る
寺
院

に
つ
い
て
」

(
『唐
澤
考
古
』
第

一
二
号

、
一
九
九

三
年
)

を
参
照
。

(9
)
網
野
善
彦

「
常
陸
国
」

(同

『日
本
中
世
土
地
制
度
史

の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
九

一
年
)
。

(10
)
糸
賀
茂
男

「
忍
性

の
開

い
た
寺
i
三
村
寺
ー
」
(網
野
善
彦

・石
井
進
編

『中
世

の
風
景
を
読
む

第

二
巻

都
市
鎌
倉
と
坂
東

の
海

に
暮

ら
す
』
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新
人
物
往
来
社
、

一
九
九
四
年
)
、

桃

崎
祐

輔

「常

陸
三
村
山
採
集

の
永
福

寺
系

瓦
と

「
極
楽

寺
」
銘
梵
鐘
-

三
村

山
極
楽
寺

の
創
建

と
八
田
知

家
を
め
ぐ
る
宗

教
環
境
1

」

(
『歴
史
人
類
』
第

三

一
号
、
二
〇
〇
三
年

)。

(11
)
堤
禎
子

「
常
陸

・
北

下
総

に
お
け
る
律

宗
教
団

の
痕
跡
」

(
『鎌
倉
』
第

六
六
号
、

一
九
九

一
年
)
。

な
お
、
鹿
島

社
と
京
都

・
鎌
倉
あ

る

い
は

小
田
氏

.
宇
都
宮

氏
と

の
文

化
的

関
係

に

つ
い
て
は
、
中

川
博
夫

「鹿
島

の
宗
教
文
化

圏
-
和
歌

を
め
ぐ

っ
て
」

(
『国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
第

六
七
巻
第

一
一
号
、

二
〇
〇
二
年
)
を
参
照

さ
れ
た

い
。

(12
)
鎌
倉
時
代
前
後

の
下
野
薬
師
寺

に

つ
い
て
は
、
永
村
眞

「
下
野
薬
師
寺

の
再

興
」

(
『栃
木
県
史
研
究
』
第

二
〇
号
、

一
九

八

一
年
)
を
参
照

さ

れ
た

い
。
ま
た
、

そ
も

そ
も
宇
都
宮
氏

の
始
祖

で
あ

る
宗
円
が
摂
関
家

の
庶
流

の
出
身

で
、
河
内
源
氏
と
所
縁

の
深

い
三
井
寺

(園
城
寺
)

の
僧

で
あ

っ
た
こ
と
も

(拙
稿

「
下
野
宇
都
宮
氏

の
成

立
と
、
そ

の
平
家
政
権

下
に
お
け
る
存
在

形
態
」
参
照
)
、
宇
都
宮
氏

周
辺
に
お
け
る
仏
教
文

化
振

興
の
背
景
と
し

て
銘
記
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。
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三

鎌
倉
幕
府
の
宗
教
政
策
と
の
関
わ
り
か
ら

東
国
武
士
は
質
実
素
朴

・
無
知
文
盲
で
あ

っ
て
、
京
都
の
貴
族
文
化
と
対
極
的
な
存
在
の
よ
う
に
語
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
鎌

倉
幕
府
草
創
期

の
頃
、
将
軍
や
北
条
氏
、
そ
れ
に
御
家
人
た
ち
は
優
れ
た
僧
侶
を
競

っ
て
迎
え
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
が
な
か
な
か
難

し
く
、
し
か
る
が
ゆ
え
に
、
嘉
禄
の
法
難

(
一
二
二
七
年
)
で
陸
奥
に
流
罪
に
な

っ
た
隆
寛
を
毛
利
季
光

(大
江
広
元
の
子
)
が
保
護

　　

　

し
た
よ
う
に
、
様

々
な
事
情
で
畿
内
に
活
躍
の
場
を
見
出
せ
な
く
な

っ
た
僧
侶
を
積
極
的
に
迎
え
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
し

た
が
っ
て
、
東
国
下
向
を
志
し
た
仏
教
者
は
寄
寓
先
を
選
択
す
る
立
場
に
あ
り
、
当
然
そ
こ
に
は
容
易
に
経
典
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
文

化
的
な
環
境
が
備
わ

っ
た
地
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
親
鶯
が
笠
間
に
下

っ
た
第

一
の
理
由
は
奈
辺
に
あ

っ
た
と
み
て
よ
い
。



東国に下った仏教者と在地武士

し
か
し
、
や
が
て
体
制
化
し
た
幕
府
は
自
ら
の
権
力
の
安
定
を
は
か
る
た
め
に
、
作
善
を
評
価
せ
ず
に
社
会
規
範
を
ゆ
る
が
せ
に
す
る

　　
　

造
悪
無
碍

(破
戒
を
や
む
を
え
な

い
も
の
と
す
る
)
の
専
修
念
仏
に
対
し
て
弾
圧
の
方
針
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
将
軍
権
力
と

北
条
氏
得
宗
が
対
立
し
た
挙
句
、
宝
治
合
戦
で
得
宗
が
勝
利
を
収
め
る
と
、
そ
れ
ま
で
将
軍
と
そ
の
実
家

で
あ
る
九
条
家
な
ど
に
よ

つ

て
京

都
か
ら
招
か
れ
て
い
た
顕
密
僧
に
代
わ

っ
て
斎
戒
を
重
視
す
る
禅
律
僧
が
北
条
氏
得
宗
に
よ

っ
て
幕
府
の
保
護

を
得
る
よ
う
に

　　
　

な

っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
法
然
門
流
で
も
持
戒
念
仏
派
が
鎌
倉

へ
の
進
出
を
は
か
り
、
と
く
に
鎮
西
派
の
良
忠
は
下
総
国
匝
瑳
南

　　
　

条
庄
地
頭
の
椎
名
氏
な
ど
に
迎
え
ら
れ
て
活
発
な
布
教
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
常
陸
西
部
の
笠
間
か
ら
親
鷺
が
去

っ
た

後
、
近
隣

の
小
田
に
忍
性
が
止
住
す
る
こ
と
に
な

っ
た
背
景
に
は
鎌
倉
幕
府
の
宗
教
政
策
の
変
動
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
招
い

た
宇
都
宮

一
族
に
は
先
見
の
明
が
あ

っ
た
と
も

い
え
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
笠
間
や
小
田
の
地
が
親
驚

・
忍
性
を
惹
き
つ
け
る

だ
け

の
文
化
的
に
魅
力
あ
る
空
間
で
あ

っ
た
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

ち

な
み
に
、
宇
都
宮
氏

}
族
と
律
宗
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
忍
性
の
問
題
と
は
直
接
関
わ
り
が
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
鎌
倉
幕

府
成
立
期
に
活
躍
し
た
中
原
氏
系
の
宇
都
宮
氏
の
信
房
が
、
京
都
泉
涌
寺
を
拠
点
に
北
京
律
宗
を
興
し
た
俊
茄
の
外
護
者
で
あ

っ
た
こ

　ら
　

と
も
付
け
加
え
て
お
き
た

い
。

注
(1
)
平
雅
行

「
親
鶯
思
想

の
変
容
」
。

(2
)
平
雅
行

「
親
鶯
思
想

の
変
容
」
。
嘉

禄

二
年

(
一
二
二
六
)
正
月
、
幕
府
は
所
領
を
賭
け
た
双
六

・
博

戯
を
禁

じ
て

い
る
が

(
『
吾
妻
鏡
』

同
二

十
六
日
条
)
、
建
長

二
年

(
一
二
五
〇
)
十

一
月

に

い
た

っ
て
、
さ
ら
に
陸
奥

・
常
陸

・
下
総
を
対
象

に
し
て
博

突
禁

止
令
を
発

し
、

そ
れ
ぞ
れ

の
守
護
に
そ

の
取
り
締
ま
り
を
命
じ

て
い
る
。
常
陸

・
下
総
が
親
鶯

の
布
教
圏
に
重
な
る

の
は
偶
然
と

い
え

な

い
で
あ

ろ
う
。
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(3
)
平
雅
行

「
親
鷲
思
想

の
変
容
」。

(4
)
大
橋
俊
雄

「良
忠

の
東

国
教

化
と
教
団
形
成

の
過
程
」

(
『歴
史

地
理
』

第
九
〇
巻
第

二
号
、

一
九

六

一
年

)
、
同

「
良
忠

の
東
国
進
出
と
鎌
倉

蓮
華
寺
」

(
『三
浦
古
文

化
』
第

一
七
号
、

一
九
七

五
年
)
、
梶
村
昇

『聖
光
と
良
忠
-

浄
土
宗
三
代

の
物
語
1

』

(浄
土
宗
宗
務
庁
、
二
〇
〇
八
年

)。

な
お
、
椎
名
氏

に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
下
総

国
匝
瑳
南
条
庄
地
頭
椎
名
氏

に

つ
い
て
」

(同

『中
世
東
国
武
士

団

の
研
究
』
高
科
書
店
、

一
九
九

四
年
、
初
出

一
九
七
七
年
)
を
参

照
さ
れ
た

い
。

(5
)
宮
崎
圓
遵

「泉

涌
寺

の
建
立
と
宇
都
宮
信
房
」

(
石
田
充
之
編

『鎌
倉
仏
教

の
成
立

俊
栃
律
師
』
法
蔵
館
、

一
九

七
二
年
)
。

な
お
、
宇
都
宮

氏

の
本
流

(藤
原
氏
系
)
と
中
原
氏
系
と

の
関
係
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
下
野
宇
都
宮

氏

の
成
立
と
、
そ

の
平
家

政
権

下
に
お
け

る
存
在
形
態
」
、

信
房

の
系
統

の
鎮
西
進
出

に

つ
い
て
、
拙
稿

「治

承

・
寿
永
争
乱

に
と
も
な
う
鎌
倉
勢

力

の
鎮
西
進
出

に

つ
い
て
」

(京

都
女
子
大
学
宗
教

・
文

化
研
究
所

『研
究
紀
要
』
第

二
八
号
、

二
〇

一
五
年
)
を
参
照

さ
れ
た

い
。

14

 

お
わ
り
に

課
題
と
展
望

親
驚
は
な
ぜ
東
国
を
目
指
し
た
の
か
。
忍
性
は
な
ぜ
常
陸
に
向
か
っ
た
の
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
に
対
し
て
、
受
け
入
れ
た
側
の
在

地
武
士
の
存
在
形
態
や
地
域

の
文
化
的
環
境
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
。

こ
こ
で
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見

(そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
先
学
の
研
究
成
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
)
に
よ

っ
て
、
鎌
倉
幕
府
の
宗
教

政
策
を
踏
ま
え
て
、
東
国
に
お
け
る
仏
教
勢
力
の
地
域
的
偏
差
や
交
代
に
つ
い
て
も
見
通
し
が
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。
本
稿
で
は
十

分
に
取
り
上
げ
る
こ
と
の
出
来
な
か

っ
た
然
阿
良
忠
の
活
動
や
宇
都
宮
氏
同
様
に
歌
壇
で
活
躍
し
た
東

(木
内
)
氏

一
族
か
ら
渡
元
を

果
た
し
て
六
波
羅
に
那
蘭
陀
寺
を
創
建
し
た
道
源

(木
内
胤
直
)
や
建
仁
寺
に
属
す
る
禅
僧
が
輩
出
し
た
背
景
、
ま
た
建
長
の
政
変
に



東国に下った仏教者と在地武士

　こ

連
坐
し
て
捕
縛
さ
れ
た
千
葉
氏

一
族
の
出
身
で
九
条
家
に
仕
え
た
顕
密
僧
了
行
の
問
題
な
ど
で
あ
る
。
先
に
房
総
半
島

の
先
端

・
安
房

　　

　

の
地

で
鎌
倉
仏
教
の

一
翼
を
に
な
う
日
蓮
が
育

っ
た
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
含
め
て
中
世
前
期
に
お
け
る
東
国
の
文

化
環
境
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た

い
。

中
世
武
士
論
を
専
攻
す
る
私
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
政
治
史
の
立
場
か
ら
こ
の
時
代
の
東
国
武
士
の
存
在
形
態
を
解
明
す
る
こ

と
に
あ
る
。
仏
教
史
は
専
門
外
で
あ
る
。
東
国
武
士
を
非
文
化
的
存
在
と
み
な
す
在
来
の
理
解
に
疑
問
を
持

っ
た
が
ゆ
え
に
、
ま

っ
た

く
未
知
の
領
域
に
足
を
踏
み
込
ん
で
し
ま

っ
た
感
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
お
そ
ら
く
多
く
の
誤
解
や
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
す
る
。

し
か
し
そ
の

一
方
で
、
現
在
大
き
な
勢
力
を
有
す
る
諸
宗
派
の
祖
師
に
対
す
る
仏
教
史
研
究
者
の
姿
勢
に
は
同
じ
歴
史
学
者
と
し
て

　　
　

疑
問
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な

い
部
分
の
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な

い
。
も
と
も
と
僧
侶
の
立
場
に
あ

っ
た
り
、
宗
門
に
属
し
て
い
る
研
究

者
に
と

っ
て
は
実
証
的
な
理
解
よ
り
も
信
仰
心
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
歴
史
学
の
成
果
か
ら
得
ら
れ
た
こ
の
時
代
の
社
会
の
あ
り
方
に
関
す
る
情
報
、
す
な
わ
ち
、
様
々
な
局
面
に
お
け
る
制

度
や
故
実
、
そ
し
て
身
分
秩
序
、
あ
る
い
は
文
書
発
給
の
形
態
な
ど
に
関
す
る
知
識
を
前
提
に
し
な
け
れ
ば
、
科
学
的
な
検
証
に
耐
え

う
る
祖
師
伝

の
理
解

・
解
明
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
自
己
満
足
の
言
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
ん
な
観

点
か
ら
、
本
稿

が
中
世
仏
教
史
の
研
究
に
少
し
で
も
稗
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸

い
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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注
(
1
)
了
行

・
道
源
に

つ
い
て
は
以

下
の
拙
稿

を
参

照
さ
れ
た

い
。

「
了
行

の
周
辺
」

『東
方
学
報
』

(第
七

三
冊
、

二
〇
〇

一
年
)
、
「
東
国
出
身
僧

の

在
京
活
動
と
入
宋

・
渡

元
ー
武
士
論

の
視
点

か
ら
ー
」

(
『鎌
倉
遺
文
研
究
』
第

二
五
号
、

二
〇

一
〇
年
)
、

「鎌
倉
時
代

に
お
け
る
下
総
千
葉
寺
由

縁

の
学
僧

た
ち

の
活
動
-
了
行

・
道
源

に
関
す

る
訂
正
と
補
遺
1
」
京
都
女
子
大
学
宗
教

・
文
化
研
究
所

『研
究
紀
要
』
第

二
四
号
、

二
〇

一
一

年

)。

(
2
)
拙
稿

「中
世
成
立
期

の
安
房
ー
源
頼
朝
上
陸

の
背
景
ー
」

(京
都
女
子
大
学
宗
教

・
文
化
研
究
所

『研
究
紀
要
』
第

三
〇
号
、

二
〇

一
七
年
)
。

(
3
)
当
該
ジ

ャ
ン
ル
の
歴
史
学
研
究
者
か
ら
も
、

こ
の
よ
う
な
意
見
が
呈

せ
ら
れ

て
い
る
。
安
藤
弥
氏

「
親
鶯

に
対
す

る

一
般
的
関
心

に
お
け

る
ひ

と

つ
の
傾
向
と
し

て
史
実
と
伝
承

の
区
別
を
理
解
し
な

い
発
言
者
が
増
え
、
史
実
を
確
定
さ
せ

る
歴
史
学
的
基
本
手
法
を
知
ら
な

い
人
が
自
由
気

ま
ま

に
伝
承
を
史
実
だ
と
し

て
発
言
す

る
と

い
う
、
非
常

に
憂
慮
す

べ
き
事
態
が
あ

る
。
」

(
二
〇
〇
九
年

二
月

二
十
六

日
、
国
鉄
会
館

に
於

い
て

行

わ
れ
た
中
世
史

研
究
会
例
会

の
報
告

「
親
鶯
後
半
生

の
歴
史
的
背
景
-
近
年

の
親
鶯
伝

研
究

へ
の
批
判
も

こ
め
て
ー

」

の
レ
ジ

ュ
メ
)
。
平
雅

行
氏

「
確
実
な
史
料
か
ら
ど

こ
ま

で
の
こ
と
が
究
明

で
き
、
ど

こ
か
ら
先
が
分
か
ら
な

い
の
か
、
そ

の
ギ
リ
ギ
リ

の
線
を
指
し
示
す

の
が
、
歴
史

研
究
者

の
仕
事
だ
と

私
は
考
え
る
」
「
史
実
と
伝
承
を
混
濁

さ
せ
、
想
像

の
世
界

に
ま

で
立
ち
入
る

の
は
、
歴
史
家
と
し

て
の
本
分

を
忘
れ
た
悟

越
な
行
為

で
あ
る
と
私
は
考
え
る
」

(
二
〇

一

一
年

、
法
蔵
館
よ
り
刊
行
さ
れ
た

『歴
史

の
な
か
に
見
る
親
鶯
』

の

「
あ
と
が
き
」
)
。
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〔付
記
〕
本
稿
は
京
都
女
子
大
学
宗
教

・
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
と
し

て
の
二
〇

一
六
年
度
に
お
け
る
研
究
成
果

の

一
部

で
あ
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

宇
都
宮
氏

親
鷲

忍
性


